
１ ごみ排出量の削減。資源化の推進
２ いつでも気軽に資源ごみ等が出せる
３ 地域コミュニティーの活性化

地域住民 ごみの減量

地域コミュニティの向上

公園・農園
などで活用

１ 地域に「気軽にごみ出しができる場所」を設置
２ 生ごみの肥料化等で資源循環
３ 日常の「ごみ出し」を通じて地域住民の交流の場に

小型バイオマス装置で
生ごみを肥料に

事業
概要

効果

●生ごみを持参

地 域

●資源ごみを持参

農業者

無料でいつでも気軽
に資源ごみが出せる

社会実験の概要 ※モニター100世帯募集

①概要：資源回収ステーション、
生ごみを液肥等に資源化する装置 の設置

②場所：ふれあいセンター※週5日(水・日以外)8:30～17:00

③出せるごみ：資源ごみ(缶、びん、ペットボトル、トレー、雑がみ、紙パック、

パウチ・ボトル、卵パック、容器包装プラスチック）

消化できる生ごみ(骨、貝殻・卵の殻など以外）

④期間：令和4年1月7日（金）～3月31日（木）

資源化の推進

リデュース
（Ｒeduce）

リユース
（Ｒeuse）

リサイクル
（Ｒecycle）

コミュニティ
（Community）

ごみを減らす 繰り返し使う 再生利用する つながる
(互助・共助）

+

３Ｒ＋Cの活動推進
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大刀洗町ごみの減量化等社会実験


